ＣＭＳ　様式　　

安全衛生協議会規約
	第１条

（名称）
	協議会の名称は作業所毎設置する（・・・工事安全衛生協議会）と称し、作業所内

では協議会と呼ばれる。



	第２条

（目的）
	協議会は、本規約に基づき、工事の特定元方事業者と関係請負人（協力会社）との

間及び関係請負人相互間における連絡調整、その他必要な協議を通じて作業所の安

全衛生活動サイクルの確認・指導・支援を行い、労働災害の防止を図ることを目的とする。



	第３条

（定義）
	特定元方事業者とは、労働安全衛生法、第３０条第２項により発注者より指名され

た事業者を言う(山本建設株式会社)、

協議会の責任者は山本建設株式会社社長の代理として指名された現場代理人がこの

責に就き作業所内では作業所長と呼ばれる。



	第４条

（業務）


	協議会は、第２条の目的達成のため及び作業所の安全衛生計画書で表明された方針

及び目標達成のため次の業務を継続的に実施・運用する。

1． 作業間の連絡及び調整

2． 作業場の巡視及び危険・有害要因の報告

3． 工事工程予定の連絡及び調整

4． 安全パトロール結果の連絡及び指示

5． 安全に関する行事予定連絡その他災害防止上必要な措置



	第５条

（組織）

（役員）


	協議会は目的達成のため協議会組織を設置、次の役員を置く。

議　　長　　　　　１名

安全委員　　　　　必要に応じ

安全衛生責任者　　各協力会社１名

議長は、協議会で指名される、通常は作業所長（現場代理人）がこれに当たる。

安全委員は、山本建設株式会社現場員が担当する。

安全衛生責任者は、各協力業者より選任された現場責任者が担当する。



	第６条

（職務）


	議長は協議会を代表として会務を統括する。議長不在のときは、安全委員がこの任

に当たる。

議長及び安全委員は、発注者・各協力会社相互間の連絡・調整、協議会開催の準備

並びに議事録の作成その他一切の業務を担当する。

安全衛生責任者等は協議会において、意見を述べ協議会運営の推進に努めなければ

ならない。



	第７条

（義務）
	安全衛生責任者は協議会が開催される当月及び翌月に当該工事が予定される場合に

必ず出席する。

安全委員は協議会の作業巡視に協力し、改善要請に対し速やかに対応する。



	第８条

（会費）
	協議会の経費は会費をもって充当する。

会費は入会時に徴収、経費に不足が生じた場合は、臨時会費を徴収する。



	第９条

（開催日）
	協議会は、原則毎月指定日に継続して開催、開催日は会社より事前連絡する。



	第１０条

（緩和）
	協議会規約に不都合が生じた場合、関係者協議により本規約条項の一部運用緩和に

ついて妨げない。


· 工事　安全衛生協議会開催日　毎月第　　曜日　　　　　　　　　　　山本建設株式会社
